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分担研究報告書 

 

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん化と 

診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

「集学的痛みセンターの構築」分科会  

（安定型および不安定型の愛着様式の慢性疼痛患者と健常人における心拍変動の比較 

：集学的痛みセンターにおける病態評価法の開発） 

 

研究分担者  細井 昌子 九州大学病院心療内科/集学的痛みセンター 

         講師（診療准教授）/副センター長 

 

研究要旨 

不安定な愛着スタイルは慢性疼痛患者の症状に関連していると考えられており、心拍変動も

症状と関連しているが、それぞれの関係については不明である。本研究では、慢性疼痛患者の

愛着スタイルを分類し心拍変動との関連について検討した。 

【方法】対象は2011年2月から2019年7月の間に3か月以上続く慢性的な痛みを主訴に当科

を受診し、入院治療を行った患者115名と健常者32名。自記式質問紙 “日本語版Relationship 
questionnaire”を用いて愛着スタイルを評価し、安定型と不安定型に分類した。心拍変動は

APGハートレーターSA-3000P（東京医研）にて5分間脈波を測定し、トータルパワー（TP）と、

低周波領域（LF）、高周波領域（HF）および、その比（LF/HF）を活動性の指標とした。 

【結果】慢性疼痛患者では健常群と比較してTPや LF、HFが低下していた。安定型のLF/HFは、

健常群や不安定型と比べて、低下しており、性および年齢で調整しても同様であった。安定型

群は不安定型群と比較して、慢性疼痛の発症年齢が高かった。 

【考察】 慢性疼痛患者は健常人と比べて自律神経機能が低下しており、安定型の愛着群で

LF/HFの低下を認めた。安定型は不安定型に比べて発症年齢が高く、過剰適応に伴う過活動が

あり交感神経機能の疲弊し、LF/HFが低下している可能性がある。一方、不安定型の愛着スタ

イルの慢性疼痛患者は環境への不適応があり安定型と異なる可能性がある 

【結論】慢性疼痛患者において安定型、不安定型の愛着様式は心拍変動と関連していた。 

 

Ａ．研究目的 

愛着スタイルは慢性疼痛の発症や症状の程

度に影響する要因である。線維筋痛症をはじ

めとする慢性疼痛の症状と自律神経機能(心

拍変動）は関連することが報告されている。 

なかでも、心拍変動解析のうち LF/HFは、

交感神経機能を反映しているが、メタ解析に

おいて慢性疼痛患者のLF/HFは健常者に比し

て上昇しているという報告がある。しかしな

がら、慢性疼痛患者における愛着スタイルと

心拍変動の関係は不明であるため、難治化し

た慢性疼痛患者の入院加療を行っている九州

大学病院の入院慢性疼痛患者における愛着ス

タイルと心拍変動の関係について検討した。 

 

Ｂ．研究方法 

 

対象は2011年2月から2019年7月の間に

3 か月以上続く慢性的な痛みを主訴に当科を

受診し、入院治療を行った患者115名と健常

者32名。性、年齢、学歴、婚姻状況などの患

者背景とともに、愛着スタイルは、自記式質

問 紙  “ 日 本 語 版 Relationship 

questionnaire”を用いて評価した。心拍変動

をAPGハートレーターSA-3000P（東京医研）

にて5分間座位で脈波を測定し、トータルパ

ワー（TP）と、低周波領域（LF）、高周波領域

（HF）および、その比（LF/HF）を活動性の指

標とした。解析は、愛着スタイルを、安定型

とそれ以外の不安定型に分類し、それぞれの

型と健常群の各変数の対数化(自然底数)した

平均値を使用した。分散分析で平均値に差が

あるか検討し、それぞれの平均値の比較のた
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めに t検定を用い、Bonferroni法による多重

比較補正を行った 。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は九州大学臨床研究倫理審査委員会

の承認を受けて実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

慢性疼痛患者では健常群と比較して TP や

LF、HFが有意に低下していた。 

安定型のLF/HFは、健常群や不安定型と比

べて、低下しており、性および年齢で調整し

ても同様であった。安定型群は不安定型群と

比較して、慢性疼痛の発症年齢が高かった。 

 

Ｄ．考察 

線維筋痛症をはじめとする慢性疼痛の症状

と自律神経機能は(心拍変動）は関連すること

が報告されている(Clauw, Am J Med, 2009)。 

本研究では慢性疼痛患者における RQ と心

拍変動の関係について検討した。健常人との

比較では、慢性疼痛患者は健常群と比較して

TPや LF、HF が有意に低下しており、自律神

経機能不全状態にあった。慢性疼痛患者が多

彩な身体症状を合併している背景に自律神経

機能の低下が関連している可能性がある。 

また、心拍変動解析のうち LF/HFは、交感

神経機能を反映していることが知られており

(Malik, Cirrculation, 1996)、主観的な痛み

の強さと負の関係があるという報告がある

(Mostoufi. J psychosom Res, 2011)。メタ解

析において慢性疼痛患者のLF/HFは健常者に

比して上昇しているという報告がある(Tracy, 

Pain, 2015)が、本研究では、安定型の愛着群

では健常人と比べて、LF/HFの低下を認めた。

安定型は不安定型に比べて発症年齢が高く、

過剰適応に伴う長年の過活動があり、交感神

経機能の疲弊し、LF/HF が低下している可能

性がある。 

一方、不安定型の愛着スタイルの慢性疼痛

患者のLF/HFは、健常人のそれと有意な差を

認めなかった。不安定型の愛着スタイルをも

つ慢性疼痛患者は環境への不適応があり、安

定型よりも比較的早期に慢性疼痛患者として

病院を受診し症状を訴えていると考えられ、

過剰適応的な過活動の末に発症した安定型と

異なる環境への不適応的な病態が背景にある

と考えられる。 

一般的にはLF/HFについては、慢性疼痛患者

群は健常群よりも有意に高いことが言われて

いるが、本研究では安定型では有意に低く、

不安定型では有意差はなかった。過去の研究

との相違は、本研究の慢性疼痛患者群が多数

の病院での加療に反応せずに大学病院の心療

内科に紹介され、心療内科での外来治療にも

反応が少なかった入院患者群であるため、TP

も健常群より有意に低く、交感神経機能も副

交感神経機能も双方ともに低下しており、

LF/HFが上昇していなかった可能性がある。

そのため、一般的な慢性疼痛患者群における

愛着スタイルと自律神経機能の関連について

は今後の研究が必要である。 

 

Ｅ．結論 

慢性疼痛患者においては健常人よりも自律

神経機能が低下しており、安定型、不安定型

の愛着様式は心拍変動と関連していた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載 
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